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２ 研究目的 

本研究では、抗酸化機能、血圧降下作用を有し健康寿命延長への寄与

が期待される有色ビーツを用い、高純度ベタレイン色素を精製すると

ともにビーツ粉末と精製色素の機能性食材としての評価検証を行う。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  高純度ベタキサンチン色素の調製 

食品添加物グレード試薬を使用し、高純度精製ベタニンからベタ

キサンチンを大量調製する手法を確立する。 
（農学研究院） 

②  ベタレイン色素の酸化ストレス保護作用評価 

高純度ベタレイン（ベタニン・ベタキサンチン）色素の培養細胞に

対する酸化ストレス保護効果を一般的抗酸化剤と比較し評価する。 
（農学研究院） 

③  高純度ベタレイン色素の精製 

赤・黄ビーツ粉末および高純度ベタレイン色素の経口摂取試験に

よりヒトへの効果を比較検証し、機能性成分を明らかにする。 
（工学研究院） 

    

４ 最終目標 

高純度ベタニンからベタキサンチン（黄色）を大量調製し、培養細

胞系での酸化ストレス保護機能とその作用機序解明する。また、有色

ビーツ粉末と精製色素の経口摂取によるヒトへの効果を評価する。 

 

５ 期待される効果・貢献 

1)ベタレイン含量の高い機能性(高付加価値)作物の開発、2)機能

性成分としてベタレイン色素を含有する食品、化粧品等の開発、3)ベ

タレイン色素含有食品の効果的な利用、摂取法の提案が期待される。 
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